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日本の「ものづくり」に触れる 

 

 

 

 

 

 
 

 

  

職業訓練施設・事業所見学会 

 
 

9月
がつ

16日
にち

、職
しょく

業
ぎょう

訓
くん

練
れん

施
し

設
せつ

・事
じ

業
ぎょう

所
しょ

見
けん

学
がく

会
かい

を開
かい

催
さい

しました。帰
き

国
こく

者
しゃ

4名
めい

が参
さん

加
か

し、

就
しゅう

労
ろう

に関
かか

わる制
せい

度
ど

などを学
まな

ぶため、北
ほっ

海
かい

道
どう

職
しょく

業
ぎょう

能
のう

力
りょく

開
かい

発
はつ

促
そく

進
しん

センター（ポリテ

クセンター北
ほっ

海
かい

道
どう

）と北
ほっ

海
かい

道
どう

警
けい

察
さつ

本
ほん

部
ぶ

庁
ちょう

舎
しゃ

を見
けん

学
がく

しました。 

ポリテクセンターは求
きゅう

職
しょく

者
しゃ

の再
さい

就
しゅう

職
しょく

や知
ち

識
しき

・技
ぎ

術
じゅつ

の向
こう

上
じょう

を目
もく

的
てき

とした職
しょく

業
ぎょう

訓
くん

練
れん

が行
おこな

われる施
し

設
せつ

で、ポリテクセンタ

ー北
ほっ

海
かい

道
どう

では、ものづくり（製
せい

造
ぞう

業
ぎょう

）に

特
とっ

化
か

した職
しょく

業
ぎょう

訓
くん

練
れん

が行
おこな

われています。 

ポリテクセンターでは、それぞれの訓
くん

練
れん

コースの設
せつ

備
び

や訓
くん

練
れん

の様
よう

子
す

を見
けん

学
がく

しました。建
けん

築
ちく

物
ぶつ

の模
も

型
けい

や、ミニチ

ュアの自
じ

動
どう

制
せい

御
ぎょ

システムのほか、 3
スリー

D
ディー

プリンタでフィ

ギュアが作
つく

られていく様
よう

子
す

に、参
さん

加
か

者
しゃ

のみなさんは興
きょう

味
み

深
ぶか

げに見
み

入
い

っていました。 

 

3
スリー

D
ディー

プリンタに 興
きょう

味
み

津
しん

々
しん

！

後
うし

ろに巻
ま

き付
つ

けられた樹
じゅ

脂
し

コー

ドが材
ざい

料
りょう

です。 

 

工
こう

場
じょう

のライン作
さ

業
ぎょう

などで使
つか

われ

ている自
じ

動
どう

制
せい

御
ぎょ

システム 
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ポリテクセンターの後
あと

は、北
ほっ

海
かい

道
どう

警
けい

察
さつ

本
ほん

部
ぶ

庁
ちょう

舎
しゃ

を見
けん

学
がく

しま

した。警
けい

察
さつ

官
かん

の制
せい

服
ふく

や装
そう

備
び

品
ひん

の

展
てん

示
じ

、110番
ばん

通
つう

報
ほう

を受
う

けて指
し

示
じ

を出
だ

す通
つう

信
しん

指
し

令
れい

室
しつ

、道
どう

路
ろ

の交
こう

通
つう

の流
なが

れをスムーズにする交
こう

通
つう

管
かん

制
せい

センターなどを見
けん

学
がく

しまし

た。 

交
こう

通
つう

管
かん

制
せい

センターでは巨
きょ

大
だい

な

モニターに北
ほっ

海
かい

道
どう

の道
どう

路
ろ

図
ず

が映
うつ

し出
だ

され、渋
じゅう

滞
たい

が起
お

こってい

る所
ところ

、緊
きん

急
きゅう

車
しゃ

両
りょう

が走
そう

行
こう

してい

る所
ところ

などが一
ひと

目
め

でわかるよう

になっており、信
しん

号
ごう

機
き

などをコントロールして車
くるま

の流
なが

れを調
ちょう

節
せつ

しています。普
ふ

段
だん

気
き

づかないところにも、

警
けい

察
さつ

の働
はたら

きがあり、私
わたし

たちの生
せい

活
かつ

が支
ささ

えられていることを知
し

ることができました。 

 

 

 

 

  

北海道警察本部庁舎見学・暮らしを支える仕事 

地域生活支援推進事業・バーベキュー交流会 

こんなときだからこそ交流を 
 

稚
わっか

内
ない

日
にち

ロ
ろ

経
けい

済
ざい

友
ゆう

好
こう

協
きょう

会
かい

に地
ち

域
いき

生
せい

活
かつ

支
し

援
えん

推
すい

進
しん

事
じ

業
ぎょう

を委
い

託
たく

している稚
わっか

内
ない

では、9月
がつ

9
ここの

日
か

にバ

ーベキュー交
こう

流
りゅう

会
かい

が開
ひら

かれ、樺
から

太
ふと

帰
き

国
こく

者
しゃ

・支
し

援
えん

者
しゃ

、計
けい

14名
めい

が参
さん

加
か

しました。 

樺
から

太
ふと

帰
き

国
こく

者
しゃ

はもともとバーベキューが大
だい

好
す

き。たれに付
つ

け込
こ

んだ肉
にく

を串
くし

に刺
さ

して炭
すみ

火
び

で焼
や

くシャシリクと呼
よ

ばれる料
りょう

理
り

が、ロシアでは夏
なつ

の風
ふう

物
ぶつ

詩
し

となっています。 

今
こん

回
かい

はシャシリクはありませんでしたが、肉
にく

と畑
はたけ

から持
も

ち寄
よ

った野
や

菜
さい

、稚
わっか

内
ない

ならではの魚
さかな

も炭
すみ

火
び

で焼
や

いていただきました。手
しゅ

指
し

消
しょう

毒
どく

や黙
もく

食
しょく

を心
こころ

がけ、話
はな

すときはマスクをするなど、

感
かん

染
せん

防
ぼう

止
し

に努
つと

めつつ、楽
たの

しく交
こう

流
りゅう

することがで

きました。ここ数
すう

年
ねん

はコロナ禍
か

で自
じ

粛
しゅく

が続
つづ

いて

いましたが、久
ひさ

しぶりに会
あ

う人
ひと

もいて、「こう

いう状
じょう

況
きょう

だからこそ、交
こう

流
りゅう

は必
ひつ

要
よう

。またやり

たい」とみなさんで話
はな

していました。 

 



帰国者の医療事情 
 多

おお

かれ少
すく

なかれ帰
き

国
こく

者
しゃ

の生
せい

活
かつ

に言
こと

葉
ば

の問
もん

題
だい

はついてまわります。特
とく

にその問
もん

題
だい

が顕
けん

著
ちょ

となるのが病
びょう

院
いん

受
じゅ

診
しん

時
じ

です。帰
き

国
こく

者
しゃ

のみなさんはどのように対
たい

処
しょ

しているのでしょうか。 

 

 

 

  帰
き

国
こく

してからしば

らくは通
つう

訳
やく

に同
どう

行
こう

し

てもらっていました

が、その後
ご

、一
ひと

人
り

で

病
びょう

院
いん

に行
い

くように

なりました。もとも

と医
い

療
りょう

に 従
じゅう

事
じ

して

いたことや、センタ

ーでの授
じゅ

業
ぎょう

が助
たす

け

となりました。 

 

病
びょう

院
いん

には通
つう

訳
やく

してくれる人
ひと

と一
いっ

緒
しょ

に行
い

くの

で、問
もん

題
だい

はない

です。もしそう

でなければ、問
もん

診
しん

表
ひょう

を書
か

いた

りしなければな

らないし、大
たい

変
へん

だと思
おも

います。 

 

最
さい

近
きん

入
にゅう

院
いん

しました。 病
びょう

院
いん

には通
つう

訳
やく

はいない

ので、携
けい

帯
たい

電
でん

話
わ

の通
つう

訳
やく

アプリを使
つか

ったり、指
ゆび

差
さ

し 表
ひょう

などを用
よう

意
い

してもらってコミュニケーショ

ンをとりました。「ありがとう」やあいさつな

ど、知
し

っている言
こと

葉
ば

はできるだけ使
つか

うようにしま

した。不
ふ

思
し

議
ぎ

とそんなに困
こま

ったと感
かん

じることはあ

りませんでした。それよりも時
じ

間
かん

が経
た

つのが本
ほん

当
とう

に遅
おそ

くて、退屈
たいくつ

なのがつらかったです。 

 

最
さい

初
しょ

の頃
ころ

は健
けん

康
こう

上
じょう

の問
もん

題
だい

もなかったので、

病
びょう

院
いん

に行
い

くこともありませんでした。定
てい

期
き

的
てき

に

病
びょう

院
いん

に行
い

くようになったのは、ある程
てい

度
ど

日
に

本
ほん

語
ご

を勉
べん

強
きょう

した後
あと

だったので、それほど困
こま

ることは

ないです。わからないことがあれば、必
かなら

ず聞
き

く

ようにしています。簡
かん

単
たん

な言
こと

葉
ば

で説
せつ

明
めい

してくれ

るようにお願
ねが

いすると、してくれます。病
びょう

院
いん

の

先
せん

生
せい

がもう慣
な

れてくれているので助
たす

かります。 

 

帰
き

国
こく

者
しゃ

のみなさんのお話
はなし

を聞
き

いている

と、伝
つた

えよう、理
り

解
かい

しよう、コミュニケー

ションをとろうという姿
し

勢
せい

が大
たい

切
せつ

なのだと

感
かん

じます。言
げん

語
ご

以
い

外
がい

の方
ほう

法
ほう

でのコミュニケ

ーションや、築
きず

き上
あ

げられた信
しん

頼
らい

関
かん

係
けい

が足
た

りない部
ぶ

分
ぶん

を補
おぎな

っているのかもしれませ

ん。とはいえ、伝
つた

えたくてもなかなか伝
つた

わ

らなかったり、言
こと

葉
ば

で明
めい

確
かく

に表
ひょう

現
げん

しなけ

ればならない場
ば

面
めん

もあると思
おも

います。困
こま

っ

たときは当
とう

センターにご相
そう

談
だん

ください。 

 



  

11月 4日 中国・樺太帰国者文化祭・文化交流会 

11月 14日 健康運動教室（ボッチャ体験） 

11月 15日 介護予防サロン（手稲前田） 

11月 20日 介護予防サロン（もみじ台） 

12月 12日 健康運動教室（ボッチャ体験） 

12月 18日 介護予防サロン（もみじ台） 

12月 20日 介護予防サロン（手稲前田） 

12月２０日～１月１０日 日本語教室冬休み 

1月 16日 健康運動教室（ボッチャ体験） 

１月 17日 介護予防サロン（手稲前田） 

１月 22日 介護予防サロン（もみじ台） 

芸術の秋、スポーツの秋 
体をほぐし、心もほぐす 

１１月・１２月・1月の予定 

 

今
こん

年
ねん

度
ど

は予
よ

定
てい

通
どお

り教
きょう

室
しつ

が開
かい

講
こう

され、コロ

ナ禍
か

以
い

前
ぜん

のような日
ひび

々が戻
もど

りつつありま

す。健
けん

康
こう

運
うん

動
どう

教
きょう

室
しつ

は昨
さく

年
ねん

に引
ひ

き続
つづ

き「ボッ

チャ体
たい

験
けん

」が開
かい

催
さい

され、初
はじ

めて参
さん

加
か

する人
ひと

も含
ふく

めて楽
たの

しく体
からだ

を動
うご

かすことができまし

た。 

帰
き

国
こく

者
しゃ

のみなさんがセンターに通
かよ

い、そ

れぞれの活
かつ

動
どう

に取
と

り組
く

んでいる姿
すがた

には本当

に励
はげ

まされます。今
こん

後
ご

の状
じょう

況
きょう

がどうなる

かは予
よ

測
そく

できませんが、芸
げい

術
じゅつ

の秋
あき

、スポー

ツの秋
あき

にふさわしく、体
からだ

を気
き

持
も

ちよく動
うご

か

し、心
こころ

も豊
ゆた

かにするお手
て

伝
つだ

いができれば

幸
さいわ

いです。 

 

 

 

9月 28日開催 ボッチャ体験 

太極拳教室 

（3点とも）絵手紙教室 


